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1. 平成23年5月期第2四半期の業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第2四半期 1,772 △4.2 △80 ― △88 ― △32 ―

22年5月期第2四半期 1,850 △7.8 △24 ― △24 ― △51 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益

円 銭 円 銭

23年5月期第2四半期 △6 22 ―

22年5月期第2四半期 △9 96 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第2四半期 2,829 776 27.5 150 86

22年5月期 2,809 808 28.8 156 98

(参考) 自己資本 23年5月期第2四半期 776百万円  22年5月期 808百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年5月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

 23年5月期 ― 0.00

 23年5月期(予想) ― 0.00 0.00

3. 平成23年5月期の業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,517 △3.5 △17 - △37 ― 0 ― 0 00
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(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）4ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.5 「その他」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年5月期2Ｑ 5,153,700株 22年5月期 5,153,700株

② 期末自己株式数 23年5月期2Ｑ 3,298株 22年5月期 3,298株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期2Ｑ 5,150,402株 22年5月期2Ｑ 5,150,402株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、一部には景気回復の兆しが見られるものの、依然として

雇用や所得環境は改善の兆しが見られず、また、国内株価の低迷や円高の進行の影響もあり、引き続き節

約志向の高まりから個人消費の低迷が続いており、外食産業・余暇産業におきましては厳しい経済環境が

継続しております。 

このような経済情勢の中、当社主力事業であるマルチメディアカフェ事業の業界は、市場が成熟期を迎

えている状況であり、店舗数の増加による競争激化に加え、各社各店舗の選別が進み、業界再編成へ向け

た動きも活発化しております。 

当社といたしましては、引き続き「お客様第一主義」「重点主義」「事業構造の変革」を基本方針と

し、店舗における「快適な時間と空間」を提供することに注力するとともに、前事業年度及び第１四半期

会計期間に実施しました新規出店や店舗改装などの設備投資による収益獲得を図ってまいりました。 

当第２四半期累計期間における事業別の業績は次のとおりであります。 

 
  

マルチメディアカフェ事業における、当第２四半期累計期間の直営事業及びフランチャイズ事業の合

計売上高は1,180百万円（前年同期比95.1％）となりました。 

  

マルチメディアカフェ直営事業は、「お客様のリクエストにお応えできる充実したサービスの提供」

と「明るく開放感があり競争力のある店舗」を目指し、引き続き社員・スタッフの挨拶や接客力の向

上、清潔感を保つための清掃強化といったサービスの基本の徹底教育を継続してまいりました。設備投

資に関しましては、愛知県内へ新規出店１店舗、静岡県内１店舗へカラオケ複合化の大規模改装、ブー

ス改装を静岡県内４店舗・東京都内１店舗・神奈川県内１店舗の合計６店舗を実施いたしました。ま

た、通信型ダーツ機をはじめ、高機能を要求するオンラインゲーム等に対応するためハイスペックパソ

コンを622台、今後の地上デジタルハイビジョン放送に対応するため大型W型液晶TV570台などの導入を

積極的に推進し、店舗環境の再整備を継続してまいりました。店舗数につきましては新規出店が１店舗

あったことにより前事業年度末より１店舗増加した34店舗となっております。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,152百万円（前年同期比95.1％）となりました。 

  

マルチメディアカフェフランチャイズ事業は、日々の営業活動から生じるロイヤルティ収入及び備品

販売を売上高に計上しております。店舗数につきましては、当第２四半期累計期間において１店舗退店

したことにより、前事業年度末より１店舗減少した13店舗となっております。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は27百万円（前年同期比92.4％）となりました。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

事業部門 販売高(千円) 前年同期比(％)

マルチメディア 
カフェ事業

直営事業 1,152,566 95.1

フランチャイズ事業 27,699 92.4

小計 1,180,265 95.1

カラオケ事業 413,706 90.1

その他事業 178,146 118.8

合計 1,772,118 95.7

①マルチメディアカフェ事業

（直営事業）

（フランチャイズ事業）
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カラオケ事業は、一部の地域で競争環境は厳しさを増しているものの、顧客満足を高めるため接客レベ

ルを上げるQSC教育を継続してまいりました。設備投資に関しましては、愛知県内へ新規出店１店舗、静

岡県内・京都府内の各１店舗合計２店舗へ改装を実施いたしました。また、通信型のカラオケ機器の流行

に伴い最新機種79台の導入を積極的に推進し、提供サービスの向上を図ってまいりました。店舗数につき

ましては新規出店が１店舗あったことにより前事業年度末より１店舗増加した15店舗となっております。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は413百万円（前年同期比90.1％）となりました。 

  

その他の事業は、短時間で高品質なサービスを低料金で提供する美容室「イレブン・カット」と

「TSUTAYA」で構成しております。 

「イレブン・カット」につきましては、株式会社エム・ワイ・ケーとエリアフランチャイズ契約を締結

し、愛知県・静岡県内に合計６店舗を運営しており、引き続き認知度を高める施策を講じてまいりまし

た。また、自社ビルであります「WAO CUBE京都」ビル内におきまして「TSUTAYA」を１店舗運営しており

ます。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は178百万円（前年同期比118.8％）となりました。 

なお、「TSUTAYA」は、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社とのフランチャイズ契約満了に

伴い平成22年11月30日にて営業を終了し、店舗譲渡をしております。 

  

これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は1,772百万円（前年同期比95.7％）となりまし

た。 

売上原価は、新規出店した店舗における費用負担の増加、既存店への各種投資・改装等による一時的な

経費の増加により1,658百万円（前年同期比101.6％）となりました。販売費及び一般管理費は、経費の見

直しにより193百万円（前年同期比79.8％）となりました。 

その結果、営業損失は80百万円（前第２四半期累計期間は営業損失24百万円）、経常損失は88百万円

（前第２四半期累計期間は経常損失24百万円）となりました。 

特別損益は、TSUTAYAの店舗譲渡や保険解約益等による特別利益104百万円の計上、また、資産除去債務

及びリース解約等による特別損失36百万円を計上いたしました。また、繰延税金資産の変動により、四半

期純損失は32百万円（前第２四半期累計期間は四半期純損失51百万円）となりました。 

  

（資産の部） 

当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末より20百万円増加した2,829百万円となりま

した。 

流動資産は、設備投資に伴い現金及び預金が減少したことにより、前事業年度末より149百万円減少

し、548百万円となりました。 

固定資産は、設備投資に伴い建物及びリース資産等の増加により、前事業年度末より171百万円増加

した2,276百万円となりました。 

②カラオケ事業

③その他事業

(2) 財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況
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（負債の部） 

当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末より52百万円増加した2,052百万円となりま

した。 

積極的な設備投資に伴い、リース債務が124百万円増加しましたが、借入金・社債合計が前事業年度

末より51百万円減少したことによるものであります。また、役員退職慰労金制度を廃止したことにより

役員退職慰労引当金が13百万円減少しております。 

  

（純資産の部） 

当第２四半期会計期間末における純資産は、四半期純損失32百万円の計上により、前事業年度末より

31百万円減少した776百万円となりました。 

  

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、363百万円（前年同期比68.8％）となり、

前事業年度末と比較して154百万円減少いたしました。第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フロ

ーの状況は次のとおりであります。 

  

営業活動の結果得られた資金は24百万円（前年同期は10百万円の獲得）となりました。これは主に、

減価償却費141百万円等に対し、税引前四半期純損失20百万円、店舗売却益69百万円、保険解約益21百

万円等があったことによるものです。 

  

投資活動の結果使用した資金は60百万円（前年同期は77百万円の使用）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得142百万円等に対し、店舗売却による収入60百万円、保険積立金の払戻による収入

35百万円等があったことによるものです。 

  

財務活動の結果使用した資金は118百万円（前年同期は74百万円の獲得）となりました。これは主

に、新たな長期借入による収入200百万円に対し、短期借入金、長期借入金、リース債務の返済及び社

債の償還による支出318百万円等があったことによるものです。 

  

当社は、通期で予定しておりました設備投資の大多数を第１四半期会計期間に実施し、店舗環境の整備

に努めてまいりました。当第２四半期会計期間は、投資効果の獲得に向け各種販促施策を実施し、営業活

動を行ってまいりました。その結果、マルチメディアネットカフェ直営事業における既存店お客様数は、

第１四半期会計期間は、前年同期に比較して微減で推移いたしましたが、当第２四半期会計期間は、前年

同期に比較してプラスへ改善いたしました。 

しかしながら、新規出店店舗や大規模改装等の設備投資に伴う初期費用の回収や収益貢献に至っており

ません。また、今後も景気の低迷は続くことが予想され、個人消費の回復は長期化するものと考えられま

す。 

以上の状況から通期の業績見通しにつきましては、売上高3,517百万円、営業損失17百万円、経常損失

37万円、当期純利益0百万円を見込んでおります。詳細につきましては、平成23年１月７日に公表してお

ります「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

(3) 業績予想に関する定性的情報
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定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。   

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。  

   

   該当事項はありません。 

  

（資産除去債務に関する会計基準） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

これによる営業損失及び経常損失への影響は軽微であり、税引前四半期純損失は6,922千円増加して

おります。 

  

（役員退職慰労金制度の廃止） 

当社は、平成22年８月30日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度を廃止すること及び過年度

在任期間を含め役員退職慰労金を支給しないことを決議いたしました。 

これに伴い、第１四半期会計期間において、役員退職慰労引当金13,421千円を全額戻し入れ、特別利

益に計上しております。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 簡便な会計処理 

1) 固定資産の減価償却費の算定方法

2) 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

 (1)四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 393,387 536,252

売掛金 6,217 6,100

商品 － 616

原材料及び貯蔵品 34,123 34,091

その他 114,627 121,455

貸倒引当金 △331 △633

流動資産合計 548,025 697,881

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,054,752 985,710

土地 302,326 302,326

リース資産（純額） 375,051 259,472

その他（純額） 130,810 122,832

有形固定資産合計 1,862,941 1,670,342

無形固定資産 7,553 4,080

投資その他の資産

敷金及び保証金 377,935 386,972

その他 27,616 43,155

投資その他の資産合計 405,551 430,128

固定資産合計 2,276,046 2,104,551

繰延資産 5,610 6,634

資産合計 2,829,682 2,809,068
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 32,421 29,112

短期借入金 － 50,000

1年内返済予定の長期借入金 329,828 289,796

1年内償還予定の社債 90,000 90,000

リース債務 142,117 92,300

未払金 185,029 176,318

未払法人税等 9,097 12,303

賞与引当金 － 15,000

その他 20,800 27,176

流動負債合計 809,294 782,007

固定負債

社債 175,000 220,000

長期借入金 713,992 710,600

リース債務 262,256 187,940

退職給付引当金 28,518 25,775

役員退職慰労引当金 － 13,421

負ののれん 3,792 4,876

その他 59,844 55,946

固定負債合計 1,243,403 1,218,560

負債合計 2,052,698 2,000,567

純資産の部

株主資本

資本金 429,215 429,215

資本剰余金 380,401 465,865

利益剰余金 △32,057 △85,463

自己株式 △566 △566

株主資本合計 776,991 809,049

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7 △548

評価・換算差額等合計 △7 △548

純資産合計 776,984 808,501

負債純資産合計 2,829,682 2,809,068
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(2) 四半期損益計算書

  【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
 至 平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年６月１日

 至 平成22年11月30日)

売上高 1,850,798 1,772,118

売上原価 1,632,075 1,658,628

売上総利益 218,722 113,490

販売費及び一般管理費 242,936 193,883

営業損失（△） △24,213 △80,393

営業外収益

設備賃貸料 12,155 20,555

受取手数料 6,986 3,835

広告収入 6,262 3,620

負ののれん償却額 541 1,083

その他 2,691 4,325

営業外収益合計 28,637 33,420

営業外費用

支払利息 16,249 18,879

設備賃貸費用 10,838 18,791

その他 2,212 3,743

営業外費用合計 29,300 41,414

経常損失（△） △24,876 △88,387

特別利益

保険解約益 － 21,672

役員退職慰労引当金戻入額 － 13,421

店舗売却益 － 69,757

特別利益合計 － 104,851

特別損失

固定資産除却損 7,727 6,912

減損損失 1,670 －

リース解約損 399 23,412

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,215

特別損失合計 9,797 36,540

税引前四半期純損失（△） △34,674 △20,075

法人税、住民税及び事業税 3,517 3,763

法人税等調整額 13,095 8,218

法人税等合計 16,612 11,982

四半期純損失（△） △51,287 △32,057
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 (3)四半期キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
 至 平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年６月１日

 至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △34,674 △20,075

減価償却費 96,109 141,062

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,215

減損損失 1,670 －

負ののれん償却額 △541 △1,083

貸倒引当金の増減額（△は減少） 283 △302

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,005 △15,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,873 2,743

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,436 △13,421

受取利息及び受取配当金 △66 △39

支払利息 16,249 18,879

社債発行費償却 632 1,023

固定資産除却損 7,727 6,912

保険解約損益（△は益） － △21,672

店舗売却損益（△は益） － △69,757

リース解約損 399 23,412

売上債権の増減額（△は増加） △1,619 △117

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,535 341

仕入債務の増減額（△は減少） △2,727 3,309

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,837 1,763

その他 △47,432 2,049

小計 35,690 66,242

利息及び配当金の受取額 40 40

利息の支払額 △17,359 △18,880

リース契約解除による支出 △972 △15,895

法人税等の支払額 △6,970 △7,157

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,428 24,349
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
 至 平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年６月１日

 至 平成22年11月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,037 △10,043

定期預金の払戻による収入 10,032 10,041

定期積金の積立による支出 △12,000 △12,000

有形固定資産の取得による支出 △40,435 △142,508

有形固定資産の除却による支出 △438 △1,377

敷金及び保証金の差入による支出 △19,997 △60,924

敷金及び保証金の回収による収入 3,892 60,929

預り敷金の受入による収入 － 8,000

保険積立金の積立による支出 △4,343 △285

保険積立金の払戻による収入 1,229 35,839

事業譲受による支出 △5,000 －

店舗売却による収入 － 60,000

その他 △394 △8,186

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,492 △60,514

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 △50,000

長期借入れによる収入 350,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △268,021 △156,576

社債の償還による支出 △30,000 △45,000

リース債務の返済による支出 △26,989 △67,126

配当金の支払額 △8 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 74,981 △118,702

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,917 △154,867

現金及び現金同等物の期首残高 520,184 518,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 528,101 363,343
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該当事項はありません。 

  

当社は、平成22年８月19日開催の定時株主総会の決議により、資本準備金を85,463千円取り崩し、そ

の他資本剰余金に振替いたしました。また、その他資本剰余金85,463千円、利益準備金400千円で繰越

利益剰余金の欠損填補を行いました。この結果、資本剰余金が85,463千円減少し、利益剰余金が85,463

千円増加いたしました。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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